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市
の
人
事
主
査
以
上
掲
載

　
４
月
１
日
付
け
で
、
市
役
所
の
人
事
異
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

■
課
長
級

▼
総
務
課
長
　
明
田
川
太
門
（
商
工
観
光
課

長
）▼
企
画
財
政
課
長
　
車
谷
憲
繁
（
企
画
財

政
課
長
兼
会
計
課
長
会
計
管
理
者
）▼
税
務
課

長
兼
会
計
課
長
会
計
管
理
者
　
目
黒
博
之
（
税

務
課
長
）▼
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長【
昇
任
】　
大
竹
久
範（
農
林
課
参
事
振
興
係

長
）▼
商
工
観
光
課
長
　
吉
田
裕
之
（
議
会
事

務
局
長
）▼
市
民
課
長
兼
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
所
長【
昇
任
】　
智
野
賢
一（
市
民
課
課
長

補
佐
市
民
係
長
兼
管
理
係
長
兼
国
民
年
金
係

長
兼
総
務
課
課
長
補
佐
人
事
係
長
兼
男
女
共

同
参
画
係
長
）▼
環
境
課
長
加
茂
市
・
田
上
町

消
防
衛
生
保
育
組
合
事
務
局
長
【
昇
任
】　
石

附
敏
春
（
環
境
課
課
長
補
佐
生
活
環
境
係
長
）

▼
こ
ど
も
未
来
課
長
兼
健
康
福
祉
課
参
事
　
井

上
毅
（
健
康
課
長
）▼
健
康
福
祉
課
長
兼

加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
参

事
　
藤
田
和
夫
（
福
祉
事
務
所
長
兼
市
民
福

祉
交
流
セ
ン
タ
ー
「
加
茂
美
人
の
湯
」
所
長

兼
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）▼
建
設
課
長
【
昇
任
】　
宮
澤
康
夫
（
建

設
課
課
長
補
佐
維
持
係
長
兼
農
林
課
課
長

補
佐
農
林
土
木
係
長
）▼
上
下
水
道
課
長

土
田
修
也
（
上
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ

ー
長
）▼
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
上
下
水
道
課
参
事
【
昇
任
】　
佐

藤
正
直
（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
庶
務
係
長

兼
業
務
係
長
）▼
議
会
事
務
局
長
　
大
野
博

司
（
市
民
課
長
兼
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
総
務
課
参
事
）▼
庶
務
課
長
兼
文
化

会
館
長
　
草
野
智
文（
文
化
会
館
長
）

■
課
長
補
佐
級

▼
総
務
課
課
長
補
佐
秘
書
係
長
兼
防
災
係

長
【
昇
任
】　
齋
藤
祐
樹
（
建
設
課
管
理
係

長
）▼
総
務
課
課
長
補
佐
管
財
係
長
【
昇
任
】

青
木
宗
志
（
総
務
課
管
財
係
長
）▼
企
画
財

政
課
課
長
補
佐
財
政
係
長
　
太
田
憲
之
（
企

画
財
政
課
課
長
補
佐
財
政
係
長
兼
ふ
る
さ
と

寄
付
金
係
長
）▼
税
務
課
課
長
補
佐
資
産
税
係

長
　
籾
山
太（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
補
佐
兼

温
水
プ
ー
ル
館
長
兼
温
水
プ
ー
ル
管
理
係
長
）

▼
農
林
課
課
長
補
佐
農
林
土
木
係
長
【
昇
任
】

諸
橋
慶
太
郎
（
農
林
課
農
林
土
木
係
長
）▼
商

工
観
光
課
課
長
補
佐
産
業
企
画
係
長
【
昇
任
】

目
黒
悦
子
（
商
工
観
光
課
産
業
企
画
係
長
）▼

商
工
観
光
課
課
長
補
佐
商
工
振
興
係
長
【
昇

任
】　
齋
藤
久
子
（
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

長
）▼
市
民
課
課
長
補
佐
市
民
係
長
兼
管
理
係

長
兼
国
民
年
金
係
長
兼
総
務
課
課
長
補
佐
情

報
政
策
係
長
　
佐
藤
文
彦（
税
務
課
課
長
補
佐

資
産
税
係
長
兼
総
務
課
課
長
補
佐
情
報
政
策

係
長
）▼
市
民
課
課
長
補
佐
市
民
係
長【
昇
任
】

草
野
幸
子
（
市
民
課
市
民
係
長
）▼
市
民
課
課

長
補
佐
国
民
年
金
係
長
【
昇
任
】　
藤
田
理
恵

（
市
民
課
国
民
年
金
係
長
）▼
こ
ど
も
未
来
課

課
長
補
佐
こ
ど
も
未
来
係
長
　
丸
山
聡
子（
健

康
課
課
長
補
佐
衛
生
係
長
兼
加
茂
市
介
護
・

看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）▼
こ
ど
も
未
来
課
課
長

補
佐
児
童
保
育
係
長
　
金
谷
忠
邦（
福
祉
事
務

所
次
長
児
童
障
害
係
長
）▼
健
康
福
祉
課
課
長

補
佐
健
康
づ
く
り
係
長
　
今
井
信
子（
健
康
課

課
長
補
佐
衛
生
係
長
兼
加
茂
市
介
護
・
看
護

支
援
セ
ン
タ
ー
）▼
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
健

康
づ
く
り
係
長【
昇
任
】　
美
原
弘
美（
健
康
課

衛
生
係
長
）▼
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
福
祉
係

長
　
吉
塚
裕
史（
福
祉
事
務
所
次
長
生
活
老
人

係
長
）▼
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
保
険
医
療
係

長
　
長
谷
川
健
一
（
健
康
課
課
長
補
佐
総
括
・

病
院
係
長
兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）▼
健
康
福

祉
課
課
長
補
佐
保
険
医
療
係
長
【
昇
任
】　
塩

原
輝
明
（
健
康
課
総
括
・
病
院
係
長
兼
国
民
健

康
保
険
係
長
）▼
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
庶
務

係
長
兼
業
務
係
長
　
横
尾
ゆ
り
子（
福
祉
事
務

所
次
長
生
活
老
人
係
長
兼
加
茂
市
介
護
・
看

護
支
援
セ
ン
タ
ー
）▼
上
下
水
道
課
課
長
補
佐

業
務
係
長【
昇
任
】　
土
田
稔（
上
下
水
道
課
業

務
係
長
）▼
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ

ー
次
長
介
護
係
長【
昇
任
】　
横
山
健（
加
茂
市

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
係
長
）▼
議

会
事
務
局
次
長
議
会
係
長
　
坂
井
恵
里（
議
会

事
務
局
次
長
庶
務
係
長
）▼
学
校
教
育
課
課
長

補
佐
学
事
係
長【
昇
任
】　
籾
山
広
美（
福
祉
事

務
所
児
童
障
害
係
長
）

■
係
　
長

▼
総
務
課
秘
書
係
長【
昇
任
】　
酒
井
英
美（
総

務
課
主
査
）▼
総
務
課
防
災
係
長
兼
総
括
係
長

遠
山
一
貴
（
総
務
課
秘
書
係
長
兼
防
災
係
長
）

▼
総
務
課
人
事
係
長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

坪
谷
直
子
（
庶
務
課
庶
務
係
長
）▼
企
画
財
政

課
財
政
係
長
　
山
田
泰
弘（
企
画
財
政
課
財
政

係
長
兼
ふ
る
さ
と
寄
付
金
係
長
）▼
税
務
課
収

税
係
長
　
熊
木
智
健
（
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
長
）▼
税
務
課
収
税
係
長
【
昇
任
】　
長

澤
広
美
（
税
務
課
主
査
）▼
商
工
観
光
課
商
工

振
興
係
長
【
昇
任
】　
髙
野
竜
弥
（
商
工
観
光

課
主
査
）▼
市
民
課
市
民
係
長
　
細
島
優
子

（
総
務
課
人
事
係
長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長
）

▼
市
民
課
国
民
年
金
係
長
【
昇
任
】　
飯
塚
優

子
（
市
民
課
主
査
）▼
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も

未
来
係
長
　
樋
口
い
ず
み
（
市
民
課
市
民
係

長
）▼
こ
ど
も
未
来
課
児
童
保
育
係
長
　
外

山
理
恵
（
福
祉
事
務
所
児
童
障
害
係
長
）▼
こ

ど
も
未
来
課
加
茂
保
育
園
長
　
坂
本
二
美
子

（
福
祉
事
務
所
加
茂
保
育
園
長
）▼
こ
ど
も
未

来
課
西
加
茂
保
育
園
長
　
石
附
祐
佳
（
福
祉

事
務
所
西
加
茂
保
育
園
長
）▼
こ
ど
も
未
来
課

西
宮
保
育
園
長
　
星
野
潤
子（
福
祉
事
務
所
西

正面玄関
（車イスも出入りできます）

（車イスも出入りできます）

風除室

市民ロビー 市民ロビー

市民課相談室 1

会計課 こども
未来課 健康福祉課

売店

相
談
室
３

相
談
室
４

管
理
室

休日　夜間通用口

相談室２
税務課

商工観光課

建設課 環境課

吹抜

吹抜

吹抜

201
会議室

給湯室

ロ
ビ
ー

印
刷
室

書
庫

給水
台帳室

上下水道課

市役所庁舎 1・2階のご案内

　こども未来課、健康福祉課が 1階
に新設され、環境課が 2階になり下
図のように移動しました。

市役所 2階

市役所 1階

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
密
に
な

る
よ
う
な
集
会
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
め
細
や
か
に

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
く
た
め
、

市
長
が
皆
様
の
と
こ
ろ
に
出
向
い
て
話

を
す
る
「
出
張
座
談
会
」
を
４
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
希
望
日
を
あ
げ
て
い
た
だ

き
、
日
程
を
調
整
し
て
後
日
、
開
催
日

を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
日
は
土
日
祝
日
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
市
内
在
住
で
２
人
以
上
の
団
体

※

会
社
、
町
内
会
、
学
校
、
友
人
同
士

な
ど
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
ん
な
団
体
で

も
可
能
で
す
。

時
　
間
　
１
時
間
以
内
（
午
前
10
時
か

ら
午
後
９
時
の
間
）

必
要
事
項

❶
団
体
名
（
団
体
名
が
な

い
場
合
は
不
要
）❷
参
加
予
定
人
数

・
会
場
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
は
使
用

す
る
ア
プ
リ
）❸
希
望
す
る
話
し
合
い

テ
ー
マ
❹
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）❺

担
当
者
名
、
連
絡
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
☎
内
線
327
、℻
53

－

２
７
２

９
、　 koho@

city.kam
o.niigata.jp

）

※

当
日
は
、
市
長
と
随
行
職
員
が
伺
い

ま
す
。
会
場
の
手
配
、
使
用
料
の
負
担

（
市
の
施
設
で
開
催
の
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
）、
感
染
症
対
策
な
ど
は
、

各
申
込
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
記
録
の
た
め
座
談
会
の
内
容

を
録
音
し
、
概
略
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
茂
市
総
合
計
画
策
定
後
の

10
月
以
降
に
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
た
う
え
で
通
常
の
座
談
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

象
者
　
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
は
５
月
３
日
に

開
催
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
成
人
式
の

案
内
状
を
送
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５

３
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
２
０
２
０
年
度
成
人
式

開
催
日
　
５
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

対
象
の
新
成
人
　
平
成
11
年
４
月
２
日

〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
２
０
２
１
年
度
成
人
式

開
催
日
　
５
月
３
日
（
月
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

対
象
の
新
成
人
　
平
成
12
年
４
月
２
日

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
延
期
し
て

い
ま
し
た
２
０
２
０

年
度
成
人
式
（
対
象

者
　
平
成
11
年
４
月

２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

を
５
月
１
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
度
成
人
式
（
対

出
張
座
談
会

　始
ま
り
ま
す

成
人
式
を
開
催

５
月
１
日
は
２
０
２
０
年
度

　
　
３
日
は
２
０
２
１
年
度

税 理 士 会
無料税務相談

日　時 ４月７日（水）、21 日（水）の午前 10 時～正午　会　場　税理士会三条支部事務所（三条市旭町）
内　容 税金に関すること全般　予約・問い合わせ　前日までに税理士会三条支部（☎33－0380）

　
市
で
は
骨
髄
移
植
へ
の
理
解
を
深

め
、
休
暇
の
と
り
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
推
進
や
ド
ナ
ー
登
録
者
増
加
を
図
る

た
め
、
ド
ナ
ー
（
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細

胞
の
提
供
の
た
め
に
通
院
・
入
院
し
た

人
）
だ
け
で
は
な
く
、
ド
ナ
ー
を
雇
用

す
る
事
業
所
に
も
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

  

雇
用
事
業
所
に
も

   

助
成
金
を
交
付

〜
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

■
県
外
か
ら
の
帰
省
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

　
県
外
か
ら
帰
省
し
て
出
席
す
る
人

は
、
帰
省
す
る
３
日
程
度
前
に
必
ず
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
検
査

結
果
が
陰
性
の
人
の
み
出
席
で
き
ま

す
。
な
お
、
出
席
の
際
に
は
受
付
に
検

査
結
果
の
写
し
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※

市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成
を
利
用

で
き
ま
す
。
成
人
式
の
２
週
間
以
上
前

か
ら
帰
省
し
て
い
る
場
合
は
検
査
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他

感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
延

期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
感
染
症
対
策
と
し
て
、
会
場
へ

の
入
場
は
新
成
人
の
み
と
し
、
保
護

者
の
会
場
へ
の
入
場
は
ご
遠
慮
い
た

だ
き
ま
す
。
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看
護
職
員
（
保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
准
看
護
師
）
を
目
指
し
、
将
来
、

県
央
地
域
の
医
療
施
設
等
で
就
労
す
る

意
思
の
あ
る
学
生
に
奨
学
金（
無
利
子
）

を
お
貸
し
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し

た
。
一
定
の
条
件
（
看
護
職
員
の
免
許

を
取
得
し
、
指
定
の
医
療
施
設
等
で
５

年
以
上
業
務
に
従
事
）
を
満
た
し
た
場

合
は
償
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

資
　
格

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
。

❶
市
内
に
居
住
す
る
世
帯
の
子
弟
ま
た

は
市
内
に
居
住
す
る
者
。

❷
看
護
職
員
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め

　
新
規
に
就
農
す
る
人
に
農
業
を
始
め

て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
、
最
長

５
年
間
、
年
間
最
大
150
万
円
を
交
付
す

る
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
就
農
に
興
味
の
あ
る
人
は
農
林
課
振

加
茂
市
看
護
職
員
奨
学
金
制
度
を
新
設

院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
夜

間
・
定
時
制
課
程
、
通
信
制
課
程
も
含

ま
れ
ま
す
）
な
ど
に
在
学
し
、
本
人
の

前
年
の
所
得
が
118
万
円
以
下
の
学
生
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書

※

前
年
度
か
ら
継
続
の
人
は
日
本
年
金

機
構
か
ら
の
新
年
度
継
続
申
請
用
通
知

の
返
送
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
国
民
年
金
各
種
届
け
出

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
市
民
課
国
民
年
金

係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

種
類
／
必
要
書
類
な
ど

❶
退
職
等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪

失
／
資
格
喪
失
日
を
確
認
で
き
る
書
類

（
資
格
喪
失
連
絡
票
、
離
職
票
な
ど
）

❷
就
職
等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
取

得
／
資
格
取
得
日
を
確
認
で
き
る
書
類

（
資
格
取
得
連
絡
票
、
社
会
保
険
の
保

険
証
な
ど
）

❸
海
外
か
ら
転
入
／
国
民
年
金
の
資
格

取
得
届

❹
海
外
へ
転
出
／
国
民
年
金
の
資
格
喪
失

届（
た
だ
し
、希
望
者
は
任
意
加
入
可
）

※

厚
生
年
金
加
入
者
は
海
外
転
出
入
の

手
続
き
不
要
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

の
学
校
に
在
学
し
、
学
業
成
績
が
優
秀

で
あ
る
者
。

❸
将
来
、
県
央
地
域
の
医
療
施
設
等
で

就
労
す
る
意
思
の
あ
る
者
。

❹
奨
学
金
を
受
け
な
け
れ
ば
、
本
人
の

就
学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
　

※

保
証
人
・
連
帯
保
証
人
が
必
要
。
加

茂
市
奨
学
資
金
と
の
併
給
は
不
可
。

貸
与
月
額
　
５
万
円
以
内

貸
付
期
間
　
就
学
す
る
学
校
の
就
学
期

間
の
終
了
ま
で
（
最
長
５
年
ま
で
）

必
要
書
類

❶
奨
学
金
貸
与
申
請
書
❷

住
民
票
、
戸
籍
抄
本
❸
成
績
証
明
書

興
係
（
☎
内
線
412
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
主
な
要
件
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

❶
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
原
則

50
歳
未
満
の
認
定
新
規
就
農
者
で
、
次

世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る
こ
と
に
つ

い
て
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
。

❷
独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
。

❸
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
中
心
経
営
体
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
ま
た
は

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
借
り

審
　
査
　
市
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
審

査
の
う
え
採
用
を
決
定

償
還
期
間
　
貸
与
期
間
終
了
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
10
年
以
内

受
付
期
間
　
４
月
30
日
（
金
）

※

期
間
終
了
後
も
随
時
、
相
談
・
受
け

付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育

課
（
☎
内
線
451
）

　
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
申
請
す
れ
ば
学
生
期
間
中
の
国

民
年
金
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納

付
特
例
制
度
で
す
。

対
象
者

20
歳
以
上
で
大
学
（
大
学

受
け
て
い
る
。

❹
農
家
子
弟
で
経
営
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
継
承
す
る
場
合
は
、
継
承
す
る
農

業
経
営
に
従
事
し
て
か
ら
５
年
以
内
に

継
承
し
て
農
業
経
営
を
開
始
し
、
か
つ

交
付
期
間
中
に
、
新
規
作
目
の
導
入
、

経
営
の
多
角
化
等
経
営
発
展
に
向
け
た

取
組
を
行
う
。

❺
原
則
、
前
年
の
世
帯
所
得
が
600
万
円

以
下
で
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
（
☎
内
線
412
）

青年就農
　　支援事業

国
民
年
金
　
学
生
の
納
付
特
例

重
　
点
❶
　
子
ど
も
と
高

齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
の
確
保

横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優

先
（
新
潟
県
重
点
）

☆
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

と
安
全
の
確
保

　
令
和
２
年
中
の
県
内
交
通
事
故
死
者

数
64
人
の
う
ち
、
歩
行
者
が
40
・
６
％

と
最
も
割
合
が
高
く
、
ま
た
、
歩
行
者

側
に
も
横
断
違
反
等
の
法
令
違
反
が
認

め
ら
れ
る
事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
以
降
は
小
学
生
の
歩
行
中
の
交

通
事
故
が
増
加
傾
向
に
な
り
ま
す
。

☆
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優
先
（
新
潟

県
重
点
）

運
転
者
の
皆
さ
ん
は

　
幼
稚
園
や
保
育
園
、
学
校
な
ど
の
周

辺
で
は
、
飛
び
出
し
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
十
分
に
速
度
を
落
と
し
て
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
が
横

断
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
信
号
機
の
な

い
横
断
歩
道
」
で
一
時
停
止
し
た
車
は

　
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
安
全
利
用
五
則

❶
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例

外
。
❷
車
道
は
左
側
を
通
行
。
❸
歩
道

は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行
。

❹
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒
運
転
・

２
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
、
夜
間
は
ラ

イ
ト
点
灯
、
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

一
時
停
止
・
安
全
確
認
）
。
❺
子
ど
も

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
。

重
　
点
❸
　
歩
行
者
等
の

保
護
を
始
め
と
す
る
安
全

運
転
意
識
の
向
上

☆
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
運
転
者
の
皆
さ
ん
は

　
県
内
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数
は

17
年
連
続
で
全
交
通
事
故
死
者
数
の
半

数
を
超
え
、
昨
年
は
64
・
１
％
で
し

た
。
ま
た
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
死
者
数
も
全
死
者
数
の
31
・
２
％

を
占
め
高
い
状
況
で
す
。

　
歳
を
重
ね
る
と
身
体
能
力
は
低
下
し

て
い
く
の
で
特
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
運
転
者
は
補
償
運
転
（
加
齢
に

伴
う
運
転
技
能
の
低
下
な
ど
に
よ
っ
て

生
じ
る
危
険
を
避
け
る
た
め
「
夜
間
や

雨
の
日
の
運
転
を
控
え
る
」
「
ス
ピ
ー

春
風
に
ゆ
と
り
を
乗
せ
て
安
全
運
転
　
４
月
６
日
〜
15
日

４
月
10
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ド
を
出
さ
な
い
」
な
ど
よ
り
安
全
性
の

高
い
方
法
）
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の
防
止

地
域
・
職
場
・
家
庭
で
は

　
県
内
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は

43
件
で
、
こ
の
う
ち
４
件
が
死
亡
事
故

で
し
た
。
「
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪

で
あ
る
」
こ
と
を
自
覚
し
飲
酒
運
転
の

危
険
性
・
悪
質
性
・
責
任
の
重
大
性
を

地
域
・
職
場
・
家
庭
な
ど
で
話
し
合
い

「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
飲

酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
は

　
二
日
酔
い
も
飲
酒
運
転
で
す
。
翌
日

に
車
の
運
転
予
定
が
あ
る
時
は
深
酒
は

控
え
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
も
飲
酒
運
転

は
違
反
で
す
。
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
あ
お
り
運
転
等
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
妨
害
運
転
（
い
わ
ゆ
る

「
あ
お
り
運
転
」
は
重
大

な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る

悪
質
・
危
険
な
行
為
で
あ

り
、
道
路
交
通
法
違
反
で
す
。
妨
害
運

転
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
も
、
車
を
運
転
す
る
際
は
、

周
り
の
車
の
動
き
な
ど
に
注
意
し
、
思

い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち
を
持

っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

49
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
令

和
２
年
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
連

盟
調
査
）
。
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先

で
す
。
横
断
歩
道
の
手
前
で
は
減
速
す

る
な
ど
、
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
歩

行
者
に
備
え
、
横
断
者
が
い
る
時
は
必

ず
一
時
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は

　
歩
行
中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た

26
人
の
う
ち
19
人
は
道
路
横
断
中
で
し

た
。
道
路
横
断
時
は
確
認
す
る
方
向
に

体
を
し
っ
か
り
向
け
て
遠
く
ま
で
見
る

な
ど
、
安
全
を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
外
出
時
は
白
色
な
ど
の
明
る
い
服

装
を
心
掛
け
、
夜
光
反
射
材
等
を
積
極

的
に
着
用
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の

存
在
を
早
め
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

重
　
点
❷
　
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進

　
県
内
自
転
車
事
故
は
426
件

発
生
し
３
人
の
方
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ　環境課公害交通係（☎内線 251）
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加
茂
山
リ
ス
園
が
４
月
４
日
（
日
）

午
前
10
時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
入
園

無
料
）。
今
年
度
も

放
し
飼
い
は
見
合
わ

せ
ま
す
が
、
元
気
に

動
き
ま
わ
る
、
か
わ

い
い
シ
マ
リ
ス
た
ち

が
皆
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
加
茂
山
リ
ス
園
（
☎
53

－

３
６
９
８
）
か
建
設
課
（
☎
内
線
213
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
園
期
間
　
４
月
４
日
（
日
）
〜
11
月

23
日
（
火
・
祝
）

開
園
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

休
園
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
等
の
と
き
は
翌
日
）

　
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま

体
育
館
下
）、
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー
）

▼
４
月
14
日
（
水
）
午
前
９
時
15
分
〜

10
時
（
須
田
コ
ミ
セ
ン
）、
10
時
40
分

〜
11
時
50
分
（
市
役
所
東
側
車
庫
棟

前
）、午
後
１
時
10
分
〜
２
時
10
分
（
市

民
体
育
館
）

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

■
犬
が
逃
げ
出
し
た
場
合
は
次
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う

連
絡
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係
と
三
条

保
健
所
生
活
衛
生
課
（
三
条
市
興
野
１

☎
36

－

２
３
６
６
）
へ
。

す
。
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
し
た
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し

持
参
す
る
）。

　
な
お
、
生
後
90
日
以
上
の
犬
は
登
録

が
必
要
で
す
。

　
未
登
録
の
場
合
は
登
録
手
数
料
３
千

円
と
印
鑑
を
用
意
し
て
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※

日
程
が
合
わ
な
い
人
は
動
物
病
院
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
等
　
３
千
250
円
（
注
射
料
２

千
700
円
、
手
数
料
550
円
）

日
時
（
会
場
）　
▼
４
月
13
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
10
時
40
分
（
七
谷
小
学
校

加
茂
山
リ
ス
園

　
４
日
オ
ー
プ
ン

狂
犬
病
の

　
　
予
防
注
射

ＢＢＣ（Kamo Miyagemono Center）
　４月 17 日リニューアルオープン

　加茂土産物センター・インフォメーションセン
ター（穀町）が生まれ変わってリニューアルオープ
ンします。
　ＢＢＣ（Kamo Miyagemono Center）に名前を変
え、新しくカフェを併設します。
　商店街や加茂山にお越しの際には、ぜひ、お立ち
寄りください

市ホームページリニューアル

　４月から加茂市公式
ホームページが新しくな
りました。
　見やすいデザインに変
更し、スマートフォンに
も対応します。
新しい加茂市公式ホ
ームページのＵＲＬは
「https://www.city.kamo.niigata.jp/」
です。
　ＵＲＬが変更したので、ブックマー
ク（お気に入り）の再登録をお願いし
ます。
　また、トップページから下の階層のＵＲＬはすべ
て変更していますので、ご注意ください。
　なお、リニューアル後、しばらくの間は検索エン
ジン（Yahoo、Google など）やホームページ内の検
索機能を使用してもページが見つからない場合があ
りますのでご了承ください。
問い合わせ　総務課情報政策係（☎内線 323）

新名称　ＢＢＣ（Kamo Miyagemono Center）
URL　https://bbc.gfgs.net/
オープン日　４月 17 日（土）
営業時間　午前 10 時～午後７時
定休日　毎週木曜日（祭りなどにより変更あり）

※画像は開発中のもので
変更する場合があります
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学
ぶ
・
ふ
れ
あ
い
・
遊
び

シ
ニ
ア
教
室

受
講
生
募
集

市
民
大
学
講
座

５
月
中
旬
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

受
講
生
を
募
集

手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
話
教
室
　
参
加
者
募
集

　
市
民
大
学
講
座
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
か
ら
講
師
を
招
い
て
開
催
す
る
講
座

で
す
。
参
加
費
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

受
講
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
講
座
は
い
き
い
き
県
民
カ

レ
ッ
ジ
認
定
講
座
で
す
。

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
ほ
か

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
９
時
こ
ろ

▼
特
別
研
修

　
平
家
の
落
人
伝
説
の
残
る
福
島
県
桧

枝
岐
村
で
歌
舞
伎
伝
承
館
や
歴
史
民
俗

資
料
館
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

日
　
時
　
６
月
10
日
（
木
）
午
前
７
時

加
茂
山
公
園
駐
車
場
発

参
加
費
　
３
千
500
円

定
　
員

25
人

申
し
込
み
　
５
月
６
日
（
木
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

日
　
時
　
５
月
６
、
13
、
27
日
、
６
月

　
概
ね
60
歳
前
後
か
ら
の
人
を
対
象
に

し
た
「
シ
ニ
ア
教
室
」
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

　
教
室
は
全
９
回
で
、
１
年
間
通
し

て
、
教
養
講
座
や
日
帰
り
研
修
な
ど
を

通
じ
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
程
・
内
容
（
講
師
や
行
き
先
な
ど
）

❶
５
月
14
日
（
金
）
開
講
式
、
講
演
会

「
落
語
」
／
水
都
家
小
鶴
さ
ん
（
県
内

唯
一
の
女
流
噺
家
）

❷
６
月
４
日
（
金
）
日
帰
り
研
修
（
関

川
村
、
渡
辺
邸
見
学
ほ
か
）

※

定
員
30
人
（
超
過
し
た
場
合
は
公
民

館
に
て
抽
選
） 

 

❸
７
月
２
日
（
金
）
瞽
女
唄
／
葛
の

葉
会
（
瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
）

❹
８
月
６
日
（
金
）
講
演
会
「
大
還
暦

に
挑
戦
！
老
い
活
の
ス
ス
メ
」
／
菅
井

国
次
さ
ん
（
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

公
認
指
導
員
）

❺
９
月
３
日
（
金
）
軽
運
動
／
塚
野
真

一
さ
ん
（
不
死
鳥
道
場
代
表
プ
ロ
キ
ッ

ク
ボ
ク
サ
ー
）

❻
10
月
15
日
（
金
）
講
演
会
「
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
／
近
藤
政
幸
さ
ん
（
新

潟
経
営
大
学
教
授
）

❼
11
月
12
日
（
金
）
日
帰
り
研
修
（
十

日
町
市
、
清
津
狭
見
学
ほ
か
）

※

定
員
30
人
（
超
過
し
た
場
合
は
公
民

館
に
て
抽
選
）

❽
11
月
26
日
（
金
）
講
演
会
「
心
の
健

康
」
／
呉
定
明
さ
ん
（
正
壽
寺
住
職
）

❾
２
月
18
日
（
金
）
「
た
の
し
い
コ
ー

ラ
ス
」
／
永
田
宏
行
さ
ん
（
う
た
ご
え

喫
茶
）
、
閉
講
式

会
　
場
　
中
央
コ
ミ
セ
ン
ほ
か

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
こ
ろ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
20
日

（
火
）
ま
で
に
84
円
切
手
を
は
っ
た
封

筒
９
枚
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
公

民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

３
日
の
各
木
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

会
　
場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

定
　
員

15
人

参
加
費
　
無
料

講
　
師
　
大
野
良
子
さ
ん
、
関
美
紀
さ

ん申
し
込
み
　
４
月
23
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

■
加
茂
市
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援

事
業
補
助
金

　
市
内
の
中
小
企
業
者
が
行
う
新
商

品
・
新
製
品
を
開
発
し
、
販
路
拡
大
を

図
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
で
１
年
以
上
引
き
続
き

事
業
を
営
む
市
税
の
滞
納
の
な
い
中
小

事
業
者
。

対
象
事
業
　
付
加
価
値
の
高
い
新
商

品
・
新
製
品
を
開
発
し
、
販
路
拡
大
に

取
り
組
む
事
業
。

※

た
だ
し
、
同
様
の
事
業
計
画
に
よ
り

　
ナ
シ
、
モ
モ
等
の
果
樹
作
物
を
食
害

か
ら
守
る
た
め
、
関
係
者
が
カ
ラ
ス
の

群
れ
や
巣
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
銃
器

に
よ
る
捕
獲
等
を
行
い
ま
す
。

　
実
施
区
域
は
信
濃
川
堤
外
地
（
川

西
、
山
島
、
五
反
田
、
鵜
森
の
河
川

敷
）
の
樹
園
地
で
、
期
間
は
４
月
30
日

（
金
）
ま
で
の
日
の
出
か
ら
日
没
の
間

で
す
。

　
期
間
中
は
大
変
危
険
で
す
の
で
関
係

者
以
外
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
振
興
係
（
☎
内

線
413
）

響
に
よ
り
、
前
々
年
同
月
の
売
り
上
げ

比
較
で
30
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し
て

い
る
中
小
事
業
者
に
上
限
30
万
円
、
50

％
以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者
に
上
限

50
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

132
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
若
い
人
た
ち
の
市
内
事
業
者
へ
の
就

職
を
進
め
る
た
め
、
職
業
能
力
開
発
校

（
県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
な
ど
）

に
入
学
す
る
人
に
無
利
子
の
貸
付
金
制

中小企業者
        を支援

職
業
能
力
開
発
校

貸
付
生
を
募
集

信
濃
川
堤
外
地
で

　
カ
ラ
ス
捕
獲
等

　
　
　
　
　
実
施

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
子
ど
も

貸
付
金
額
　
１
人
年
額
６
万
円
（
月
額

５
千
円
）

貸
付
期
間
　
入
学
す
る
職
業
能
力
開
発

校
の
正
規
の
修
業
期
間

必
要
書
類
　
戸
籍
抄
本
、
職
業
能
力
開

発
校
入
校
生
貸
付
申
請
書

返
済
方
法
　
貸
し
付
け
を
終
了
し
て
か

ら
１
年
後
に
一
括
返
済
。

　
た
だ
し
、
卒
業
後
、
市
内
の
事
業
所

に
１
年
以
上
勤
務
し
た
場
合
は
、
返
済

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光

課
商
工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

他
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
。

対
象
経
費
　
謝
金
、
費
用
弁
償
、
原
材

料
費
、
外
注
加
工
費
、
設
備
導
入
費
、

設
備
借
上
料
、
広
告
費
、
委
託
料
、
調

査
費
、
会
議
費
、
そ
の
他
費
用

内
　
容
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
の
額
（
上
限
50
万
円
）

対
象
期
間
　
交
付
決
定
日
か
ら
申
請
年

度
の
３
月
末
ま
で

申
請
受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
木
）
〜

６
月
30
日
（
水
）

提
出
書
類
　
❶
補
助
金
交
付
申
請
書
❷

事
業
計
画
書
❸
収
支
予
算
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

商
工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

■
加
茂
市
売
上
減
少
事
業
者
給
付
金
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

冬眠明けの熊に注意

　熊は冬眠（冬ごもり）か
ら目覚めると食べ物を求め
て活発に活動します。
　山に入るときは複数人で
行動し、ラジオや鈴などの
音の出るものを身に付けて
十分に注意してください（市役所や各コミセ
ンなどで「熊除けの鈴（ベル型）」を１個
400円で販売）。
　本来、熊は臆病な動物なので遭遇したら、
驚かさないよう、慌てず騒がず、背中を見せ
ないように後ずさりして、静かに立ち去りま
しょう。
　もし熊に襲われた場合は、両腕やザックな
どで頭や首の後ろを覆い地面に伏せるなど、
致命傷を負わないように身を守りましょう。
連絡先　農林課（☎内線413）
※緊急のときは加茂警察署（☎52－0110）

月日 市民大学講座主題（テーマ）／講師

5/17
（月）

開講式、「加茂市の将来について」（仮）
／藤田明美加茂市長

5/24
（月）

「コロナ禍について」（仮）／小室晃彦さ
ん（新潟薬科大学教授）

5/31
（月）

「ヘルスツーリズム」（仮）／近藤政幸さ
ん（新潟経営大学教授）

6/7
（月）

人生はネタだらけ～なんとかなる　なるよ
うになる　なんとでもなる～」／遠藤麻理
さん（フリーアナウンサー）

6/14
（月）

「認知症について」（仮）／須田剛さん
（須田医院院長）

6/21
（月）

「これからの実のある防災について」／十
河浩さん（燕市総務部防災企画主幹）

6/28
（月）

仏教あれこれワンダーランド／大森舜晃さ
ん（本量寺住職）

7/5
（月）

【私たちの「健康と栄養」をおいしさの科
学からアプローチ】／横向慶子さん（新潟
食料農業大学教授）、閉講式
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金
）
講
演
会
「
大
還
暦

に
挑
戦
！
老
い
活
の
ス
ス
メ
」
／
菅
井

国
次
さ
ん
（
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

公
認
指
導
員
）

❺
９
月
３
日
（
金
）
軽
運
動
／
塚
野
真

一
さ
ん
（
不
死
鳥
道
場
代
表
プ
ロ
キ
ッ

ク
ボ
ク
サ
ー
）

❻
10
月
15
日
（
金
）
講
演
会
「
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
／
近
藤
政
幸
さ
ん
（
新

潟
経
営
大
学
教
授
）

❼
11
月
12
日
（
金
）
日
帰
り
研
修
（
十

日
町
市
、
清
津
狭
見
学
ほ
か
）

※

定
員
30
人
（
超
過
し
た
場
合
は
公
民

館
に
て
抽
選
）

❽
11
月
26
日
（
金
）
講
演
会
「
心
の
健

康
」
／
呉
定
明
さ
ん
（
正
壽
寺
住
職
）

❾
２
月
18
日
（
金
）
「
た
の
し
い
コ
ー

ラ
ス
」
／
永
田
宏
行
さ
ん
（
う
た
ご
え

喫
茶
）
、
閉
講
式

会
　
場
　
中
央
コ
ミ
セ
ン
ほ
か

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
こ
ろ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
20
日

（
火
）
ま
で
に
84
円
切
手
を
は
っ
た
封

筒
９
枚
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
公

民
館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

３
日
の
各
木
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

会
　
場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

定
　
員

15
人

参
加
費
　
無
料

講
　
師
　
大
野
良
子
さ
ん
、
関
美
紀
さ

ん申
し
込
み
　
４
月
23
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

■
加
茂
市
新
商
品
・
新
製
品
開
発
支
援

事
業
補
助
金

　
市
内
の
中
小
企
業
者
が
行
う
新
商

品
・
新
製
品
を
開
発
し
、
販
路
拡
大
を

図
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
で
１
年
以
上
引
き
続
き

事
業
を
営
む
市
税
の
滞
納
の
な
い
中
小

事
業
者
。

対
象
事
業
　
付
加
価
値
の
高
い
新
商

品
・
新
製
品
を
開
発
し
、
販
路
拡
大
に

取
り
組
む
事
業
。

※

た
だ
し
、
同
様
の
事
業
計
画
に
よ
り

　
ナ
シ
、
モ
モ
等
の
果
樹
作
物
を
食
害

か
ら
守
る
た
め
、
関
係
者
が
カ
ラ
ス
の

群
れ
や
巣
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
銃
器

に
よ
る
捕
獲
等
を
行
い
ま
す
。

　
実
施
区
域
は
信
濃
川
堤
外
地
（
川

西
、
山
島
、
五
反
田
、
鵜
森
の
河
川

敷
）
の
樹
園
地
で
、
期
間
は
４
月
30
日

（
金
）
ま
で
の
日
の
出
か
ら
日
没
の
間

で
す
。

　
期
間
中
は
大
変
危
険
で
す
の
で
関
係

者
以
外
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
振
興
係
（
☎
内

線
413
）

響
に
よ
り
、
前
々
年
同
月
の
売
り
上
げ

比
較
で
30
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し
て

い
る
中
小
事
業
者
に
上
限
30
万
円
、
50

％
以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者
に
上
限

50
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

132
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
若
い
人
た
ち
の
市
内
事
業
者
へ
の
就

職
を
進
め
る
た
め
、
職
業
能
力
開
発
校

（
県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
な
ど
）

に
入
学
す
る
人
に
無
利
子
の
貸
付
金
制

中小企業者
        を支援

職
業
能
力
開
発
校

貸
付
生
を
募
集

信
濃
川
堤
外
地
で

　
カ
ラ
ス
捕
獲
等

　
　
　
　
　
実
施

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
子
ど
も

貸
付
金
額
　
１
人
年
額
６
万
円
（
月
額

５
千
円
）

貸
付
期
間
　
入
学
す
る
職
業
能
力
開
発

校
の
正
規
の
修
業
期
間

必
要
書
類
　
戸
籍
抄
本
、
職
業
能
力
開

発
校
入
校
生
貸
付
申
請
書

返
済
方
法
　
貸
し
付
け
を
終
了
し
て
か

ら
１
年
後
に
一
括
返
済
。

　
た
だ
し
、
卒
業
後
、
市
内
の
事
業
所

に
１
年
以
上
勤
務
し
た
場
合
は
、
返
済

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光

課
商
工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

他
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
。

対
象
経
費
　
謝
金
、
費
用
弁
償
、
原
材

料
費
、
外
注
加
工
費
、
設
備
導
入
費
、

設
備
借
上
料
、
広
告
費
、
委
託
料
、
調

査
費
、
会
議
費
、
そ
の
他
費
用

内
　
容
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
の
額
（
上
限
50
万
円
）

対
象
期
間
　
交
付
決
定
日
か
ら
申
請
年

度
の
３
月
末
ま
で

申
請
受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
木
）
〜

６
月
30
日
（
水
）

提
出
書
類
　
❶
補
助
金
交
付
申
請
書
❷

事
業
計
画
書
❸
収
支
予
算
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

商
工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

■
加
茂
市
売
上
減
少
事
業
者
給
付
金
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

貸
付
生
を
募
集

冬眠明けの熊に注意

　熊は冬眠（冬ごもり）か
ら目覚めると食べ物を求め
て活発に活動します。
　山に入るときは複数人で
行動し、ラジオや鈴などの
音の出るものを身に付けて
十分に注意してください（市役所や各コミセ
ンなどで「熊除けの鈴（ベル型）」を１個
400円で販売）。
　本来、熊は臆病な動物なので遭遇したら、
驚かさないよう、慌てず騒がず、背中を見せ
ないように後ずさりして、静かに立ち去りま
しょう。
　もし熊に襲われた場合は、両腕やザックな
どで頭や首の後ろを覆い地面に伏せるなど、
致命傷を負わないように身を守りましょう。
連絡先　農林課（☎内線413）
※緊急のときは加茂警察署（☎52－0110）

　熊は冬眠（冬ごもり）か
ら目覚めると食べ物を求め

　山に入るときは複数人で
行動し、ラジオや鈴などの
音の出るものを身に付けて

月日 市民大学講座主題（テーマ）／講師

5/17
（月）

開講式、「加茂市の将来について」（仮）
／藤田明美加茂市長

5/24
（月）

「コロナ禍について」（仮）／小室晃彦さ
ん（新潟薬科大学教授）

5/31
（月）

「ヘルスツーリズム」（仮）／近藤政幸さ
ん（新潟経営大学教授）

6/7
（月）

人生はネタだらけ～なんとかなる　なるよ
うになる　なんとでもなる～」／遠藤麻理
さん（フリーアナウンサー）

6/14
（月）

「認知症について」（仮）／須田剛さん
（須田医院院長）

6/21
（月）

「これからの実のある防災について」／十
河浩さん（燕市総務部防災企画主幹）

6/28
（月）

仏教あれこれワンダーランド／大森舜晃さ
ん（本量寺住職）

7/5
（月）

【私たちの「健康と栄養」をおいしさの科
学からアプローチ】／横向慶子さん（新潟
食料農業大学教授）、閉講式
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加
茂
山
リ
ス
園
が
４
月
４
日
（
日
）

午
前
10
時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
入
園

無
料
）。
今
年
度
も

放
し
飼
い
は
見
合
わ

せ
ま
す
が
、
元
気
に

動
き
ま
わ
る
、
か
わ

い
い
シ
マ
リ
ス
た
ち

が
皆
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
加
茂
山
リ
ス
園
（
☎
53

－

３
６
９
８
）
か
建
設
課
（
☎
内
線
213
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
園
期
間
　
４
月
４
日
（
日
）
〜
11
月

23
日
（
火
・
祝
）

開
園
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

休
園
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
等
の
と
き
は
翌
日
）

　
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま

体
育
館
下
）、
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー
）

▼
４
月
14
日
（
水
）
午
前
９
時
15
分
〜

10
時
（
須
田
コ
ミ
セ
ン
）、
10
時
40
分

〜
11
時
50
分
（
市
役
所
東
側
車
庫
棟

前
）、午
後
１
時
10
分
〜
２
時
10
分
（
市

民
体
育
館
）

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

■
犬
が
逃
げ
出
し
た
場
合
は
次
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う

連
絡
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係
と
三
条

保
健
所
生
活
衛
生
課
（
三
条
市
興
野
１

☎
36

－

２
３
６
６
）
へ
。

す
。
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
し
た
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し

持
参
す
る
）。

　
な
お
、
生
後
90
日
以
上
の
犬
は
登
録

が
必
要
で
す
。

　
未
登
録
の
場
合
は
登
録
手
数
料
３
千

円
と
印
鑑
を
用
意
し
て
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※

日
程
が
合
わ
な
い
人
は
動
物
病
院
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
等
　
３
千
250
円
（
注
射
料
２

千
700
円
、
手
数
料
550
円
）

日
時
（
会
場
）　
▼
４
月
13
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
10
時
40
分
（
七
谷
小
学
校

加
茂
山
リ
ス
園

　
４
日
オ
ー
プ
ン

狂
犬
病
の

　
　
予
防
注
射

ＢＢＣ（Kamo Miyagemono Center）
　４月 17 日リニューアルオープン

　加茂土産物センター・インフォメーションセン
ター（穀町）が生まれ変わってリニューアルオープ
ンします。
　ＢＢＣ（Kamo Miyagemono Center）に名前を変
え、新しくカフェを併設します。
　商店街や加茂山にお越しの際には、ぜひ、お立ち
寄りください

市ホームページリニューアル

　４月から加茂市公式
ホームページが新しくな
りました。
　見やすいデザインに変
更し、スマートフォンに
も対応します。
新しい加茂市公式ホ
ームページのＵＲＬは
「https://www.city.kamo.niigata.jp/」
です。
　ＵＲＬが変更したので、ブックマー
ク（お気に入り）の再登録をお願いし
ます。
　また、トップページから下の階層のＵＲＬはすべ
て変更していますので、ご注意ください。
　なお、リニューアル後、しばらくの間は検索エン
ジン（Yahoo、Google など）やホームページ内の検
索機能を使用してもページが見つからない場合があ
りますのでご了承ください。
問い合わせ　総務課情報政策係（☎内線 323）

新名称　ＢＢＣ（Kamo Miyagemono Center）
URL　https://bbc.gfgs.net/
オープン日　４月 17 日（土）
営業時間　午前 10 時～午後７時
定休日　毎週木曜日（祭りなどにより変更あり）

※画像は開発中のもので
変更する場合があります
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看
護
職
員
（
保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
准
看
護
師
）
を
目
指
し
、
将
来
、

県
央
地
域
の
医
療
施
設
等
で
就
労
す
る

意
思
の
あ
る
学
生
に
奨
学
金（
無
利
子
）

を
お
貸
し
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し

た
。
一
定
の
条
件
（
看
護
職
員
の
免
許

を
取
得
し
、
指
定
の
医
療
施
設
等
で
５

年
以
上
業
務
に
従
事
）
を
満
た
し
た
場

合
は
償
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

資
　
格

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
。

❶
市
内
に
居
住
す
る
世
帯
の
子
弟
ま
た

は
市
内
に
居
住
す
る
者
。

❷
看
護
職
員
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め

　
新
規
に
就
農
す
る
人
に
農
業
を
始
め

て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
、
最
長

５
年
間
、
年
間
最
大
150
万
円
を
交
付
す

る
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
就
農
に
興
味
の
あ
る
人
は
農
林
課
振

加
茂
市
看
護
職
員
奨
学
金
制
度
を
新
設

院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
夜

間
・
定
時
制
課
程
、
通
信
制
課
程
も
含

ま
れ
ま
す
）
な
ど
に
在
学
し
、
本
人
の

前
年
の
所
得
が
118
万
円
以
下
の
学
生
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書

※

前
年
度
か
ら
継
続
の
人
は
日
本
年
金

機
構
か
ら
の
新
年
度
継
続
申
請
用
通
知

の
返
送
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
国
民
年
金
各
種
届
け
出

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
市
民
課
国
民
年
金

係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

種
類
／
必
要
書
類
な
ど

❶
退
職
等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪

失
／
資
格
喪
失
日
を
確
認
で
き
る
書
類

（
資
格
喪
失
連
絡
票
、
離
職
票
な
ど
）

❷
就
職
等
で
厚
生
年
金
の
資
格
を
取

得
／
資
格
取
得
日
を
確
認
で
き
る
書
類

（
資
格
取
得
連
絡
票
、
社
会
保
険
の
保

険
証
な
ど
）

❸
海
外
か
ら
転
入
／
国
民
年
金
の
資
格

取
得
届

❹
海
外
へ
転
出
／
国
民
年
金
の
資
格
喪
失

届（
た
だ
し
、希
望
者
は
任
意
加
入
可
）

※

厚
生
年
金
加
入
者
は
海
外
転
出
入
の

手
続
き
不
要
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

の
学
校
に
在
学
し
、
学
業
成
績
が
優
秀

で
あ
る
者
。

❸
将
来
、
県
央
地
域
の
医
療
施
設
等
で

就
労
す
る
意
思
の
あ
る
者
。

❹
奨
学
金
を
受
け
な
け
れ
ば
、
本
人
の

就
学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
　

※

保
証
人
・
連
帯
保
証
人
が
必
要
。
加

茂
市
奨
学
資
金
と
の
併
給
は
不
可
。

貸
与
月
額
　
５
万
円
以
内

貸
付
期
間
　
就
学
す
る
学
校
の
就
学
期

間
の
終
了
ま
で
（
最
長
５
年
ま
で
）

必
要
書
類

❶
奨
学
金
貸
与
申
請
書
❷

住
民
票
、
戸
籍
抄
本
❸
成
績
証
明
書

興
係
（
☎
内
線
412
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
主
な
要
件
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

❶
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
原
則

50
歳
未
満
の
認
定
新
規
就
農
者
で
、
次

世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る
こ
と
に
つ

い
て
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
。

❷
独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
。

❸
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
中
心
経
営
体
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
ま
た
は

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
借
り

審
　
査
　
市
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
審

査
の
う
え
採
用
を
決
定

償
還
期
間
　
貸
与
期
間
終
了
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
10
年
以
内

受
付
期
間
　
４
月
30
日
（
金
）

※

期
間
終
了
後
も
随
時
、
相
談
・
受
け

付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育

課
（
☎
内
線
451
）

　
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
申
請
す
れ
ば
学
生
期
間
中
の
国

民
年
金
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納

付
特
例
制
度
で
す
。

対
象
者

20
歳
以
上
で
大
学
（
大
学

受
け
て
い
る
。

❹
農
家
子
弟
で
経
営
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
継
承
す
る
場
合
は
、
継
承
す
る
農

業
経
営
に
従
事
し
て
か
ら
５
年
以
内
に

継
承
し
て
農
業
経
営
を
開
始
し
、
か
つ

交
付
期
間
中
に
、
新
規
作
目
の
導
入
、

経
営
の
多
角
化
等
経
営
発
展
に
向
け
た

取
組
を
行
う
。

❺
原
則
、
前
年
の
世
帯
所
得
が
600
万
円

以
下
で
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
（
☎
内
線
412
）

青年就農
　　支援事業

国
民
年
金
　
学
生
の
納
付
特
例

重
　
点
❶
　
子
ど
も
と
高

齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
の
確
保

横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優

先
（
新
潟
県
重
点
）

☆
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

と
安
全
の
確
保

　
令
和
２
年
中
の
県
内
交
通
事
故
死
者

数
64
人
の
う
ち
、
歩
行
者
が
40
・
６
％

と
最
も
割
合
が
高
く
、
ま
た
、
歩
行
者

側
に
も
横
断
違
反
等
の
法
令
違
反
が
認

め
ら
れ
る
事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
以
降
は
小
学
生
の
歩
行
中
の
交

通
事
故
が
増
加
傾
向
に
な
り
ま
す
。

☆
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優
先
（
新
潟

県
重
点
）

運
転
者
の
皆
さ
ん
は

　
幼
稚
園
や
保
育
園
、
学
校
な
ど
の
周

辺
で
は
、
飛
び
出
し
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
十
分
に
速
度
を
落
と
し
て
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
が
横

断
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
信
号
機
の
な

い
横
断
歩
道
」
で
一
時
停
止
し
た
車
は

　
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
安
全
利
用
五
則

❶
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例

外
。
❷
車
道
は
左
側
を
通
行
。
❸
歩
道

は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行
。

❹
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒
運
転
・

２
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
、
夜
間
は
ラ

イ
ト
点
灯
、
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

一
時
停
止
・
安
全
確
認
）
。
❺
子
ど
も

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
。

重
　
点
❸
　
歩
行
者
等
の

保
護
を
始
め
と
す
る
安
全

運
転
意
識
の
向
上

☆
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
運
転
者
の
皆
さ
ん
は

　
県
内
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数
は

17
年
連
続
で
全
交
通
事
故
死
者
数
の
半

数
を
超
え
、
昨
年
は
64
・
１
％
で
し

た
。
ま
た
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
死
者
数
も
全
死
者
数
の
31
・
２
％

を
占
め
高
い
状
況
で
す
。

　
歳
を
重
ね
る
と
身
体
能
力
は
低
下
し

て
い
く
の
で
特
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
運
転
者
は
補
償
運
転
（
加
齢
に

伴
う
運
転
技
能
の
低
下
な
ど
に
よ
っ
て

生
じ
る
危
険
を
避
け
る
た
め
「
夜
間
や

雨
の
日
の
運
転
を
控
え
る
」
「
ス
ピ
ー

春
風
に
ゆ
と
り
を
乗
せ
て
安
全
運
転
　
４
月
６
日
〜
15
日

４
月
10
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ド
を
出
さ
な
い
」
な
ど
よ
り
安
全
性
の

高
い
方
法
）
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の
防
止

地
域
・
職
場
・
家
庭
で
は

　
県
内
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は

43
件
で
、
こ
の
う
ち
４
件
が
死
亡
事
故

で
し
た
。
「
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪

で
あ
る
」
こ
と
を
自
覚
し
飲
酒
運
転
の

危
険
性
・
悪
質
性
・
責
任
の
重
大
性
を

地
域
・
職
場
・
家
庭
な
ど
で
話
し
合
い

「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
飲

酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
は

　
二
日
酔
い
も
飲
酒
運
転
で
す
。
翌
日

に
車
の
運
転
予
定
が
あ
る
時
は
深
酒
は

控
え
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
も
飲
酒
運
転

は
違
反
で
す
。
自
転
車
の
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
あ
お
り
運
転
等
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
妨
害
運
転
（
い
わ
ゆ
る

「
あ
お
り
運
転
」
は
重
大

な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る

悪
質
・
危
険
な
行
為
で
あ

り
、
道
路
交
通
法
違
反
で
す
。
妨
害
運

転
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
も
、
車
を
運
転
す
る
際
は
、

周
り
の
車
の
動
き
な
ど
に
注
意
し
、
思

い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち
を
持

っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

49
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
令

和
２
年
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
連

盟
調
査
）
。
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先

で
す
。
横
断
歩
道
の
手
前
で
は
減
速
す

る
な
ど
、
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
歩

行
者
に
備
え
、
横
断
者
が
い
る
時
は
必

ず
一
時
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は

　
歩
行
中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た

26
人
の
う
ち
19
人
は
道
路
横
断
中
で
し

た
。
道
路
横
断
時
は
確
認
す
る
方
向
に

体
を
し
っ
か
り
向
け
て
遠
く
ま
で
見
る

な
ど
、
安
全
を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
外
出
時
は
白
色
な
ど
の
明
る
い
服

装
を
心
掛
け
、
夜
光
反
射
材
等
を
積
極

的
に
着
用
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の

存
在
を
早
め
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

重
　
点
❷
　
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進

　
県
内
自
転
車
事
故
は
426
件

発
生
し
３
人
の
方
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ　環境課公害交通係（☎内線 251）
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市
の
人
事
主
査
以
上
掲
載

　
４
月
１
日
付
け
で
、
市
役
所
の
人
事
異
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

■
課
長
級

▼
総
務
課
長
　
明
田
川
太
門
（
商
工
観
光
課

長
）▼
企
画
財
政
課
長
　
車
谷
憲
繁
（
企
画
財

政
課
長
兼
会
計
課
長
会
計
管
理
者
）▼
税
務
課

長
兼
会
計
課
長
会
計
管
理
者
　
目
黒
博
之
（
税

務
課
長
）▼
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長【
昇
任
】　
大
竹
久
範（
農
林
課
参
事
振
興
係

長
）▼
商
工
観
光
課
長
　
吉
田
裕
之
（
議
会
事

務
局
長
）▼
市
民
課
長
兼
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
所
長【
昇
任
】　
智
野
賢
一（
市
民
課
課
長

補
佐
市
民
係
長
兼
管
理
係
長
兼
国
民
年
金
係

長
兼
総
務
課
課
長
補
佐
人
事
係
長
兼
男
女
共

同
参
画
係
長
）▼
環
境
課
長
加
茂
市
・
田
上
町

消
防
衛
生
保
育
組
合
事
務
局
長
【
昇
任
】　
石

附
敏
春
（
環
境
課
課
長
補
佐
生
活
環
境
係
長
）

▼
こ
ど
も
未
来
課
長
兼
健
康
福
祉
課
参
事
　
井

上
毅
（
健
康
課
長
）▼
健
康
福
祉
課
長
兼

加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
参

事
　
藤
田
和
夫
（
福
祉
事
務
所
長
兼
市
民
福

祉
交
流
セ
ン
タ
ー
「
加
茂
美
人
の
湯
」
所
長

兼
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）▼
建
設
課
長
【
昇
任
】　
宮
澤
康
夫
（
建

設
課
課
長
補
佐
維
持
係
長
兼
農
林
課
課
長

補
佐
農
林
土
木
係
長
）▼
上
下
水
道
課
長

土
田
修
也
（
上
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ

ー
長
）▼
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
上
下
水
道
課
参
事
【
昇
任
】　
佐

藤
正
直
（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
庶
務
係
長

兼
業
務
係
長
）▼
議
会
事
務
局
長
　
大
野
博

司
（
市
民
課
長
兼
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
総
務
課
参
事
）▼
庶
務
課
長
兼
文
化

会
館
長
　
草
野
智
文（
文
化
会
館
長
）

■
課
長
補
佐
級

▼
総
務
課
課
長
補
佐
秘
書
係
長
兼
防
災
係

長
【
昇
任
】　
齋
藤
祐
樹
（
建
設
課
管
理
係

長
）▼
総
務
課
課
長
補
佐
管
財
係
長
【
昇
任
】

青
木
宗
志
（
総
務
課
管
財
係
長
）▼
企
画
財

政
課
課
長
補
佐
財
政
係
長
　
太
田
憲
之
（
企

画
財
政
課
課
長
補
佐
財
政
係
長
兼
ふ
る
さ
と

寄
付
金
係
長
）▼
税
務
課
課
長
補
佐
資
産
税
係

長
　
籾
山
太（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
補
佐
兼

温
水
プ
ー
ル
館
長
兼
温
水
プ
ー
ル
管
理
係
長
）

▼
農
林
課
課
長
補
佐
農
林
土
木
係
長
【
昇
任
】

諸
橋
慶
太
郎
（
農
林
課
農
林
土
木
係
長
）▼
商

工
観
光
課
課
長
補
佐
産
業
企
画
係
長
【
昇
任
】

目
黒
悦
子
（
商
工
観
光
課
産
業
企
画
係
長
）▼

商
工
観
光
課
課
長
補
佐
商
工
振
興
係
長
【
昇

任
】　
齋
藤
久
子
（
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

長
）▼
市
民
課
課
長
補
佐
市
民
係
長
兼
管
理
係

長
兼
国
民
年
金
係
長
兼
総
務
課
課
長
補
佐
情

報
政
策
係
長
　
佐
藤
文
彦（
税
務
課
課
長
補
佐

資
産
税
係
長
兼
総
務
課
課
長
補
佐
情
報
政
策

係
長
）▼
市
民
課
課
長
補
佐
市
民
係
長【
昇
任
】

草
野
幸
子
（
市
民
課
市
民
係
長
）▼
市
民
課
課

長
補
佐
国
民
年
金
係
長
【
昇
任
】　
藤
田
理
恵

（
市
民
課
国
民
年
金
係
長
）▼
こ
ど
も
未
来
課

課
長
補
佐
こ
ど
も
未
来
係
長
　
丸
山
聡
子（
健

康
課
課
長
補
佐
衛
生
係
長
兼
加
茂
市
介
護
・

看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）▼
こ
ど
も
未
来
課
課
長

補
佐
児
童
保
育
係
長
　
金
谷
忠
邦（
福
祉
事
務

所
次
長
児
童
障
害
係
長
）▼
健
康
福
祉
課
課
長

補
佐
健
康
づ
く
り
係
長
　
今
井
信
子（
健
康
課

課
長
補
佐
衛
生
係
長
兼
加
茂
市
介
護
・
看
護

支
援
セ
ン
タ
ー
）▼
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
健

康
づ
く
り
係
長【
昇
任
】　
美
原
弘
美（
健
康
課

衛
生
係
長
）▼
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
福
祉
係

長
　
吉
塚
裕
史（
福
祉
事
務
所
次
長
生
活
老
人

係
長
）▼
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
保
険
医
療
係

長
　
長
谷
川
健
一
（
健
康
課
課
長
補
佐
総
括
・

病
院
係
長
兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）▼
健
康
福

祉
課
課
長
補
佐
保
険
医
療
係
長
【
昇
任
】　
塩

原
輝
明
（
健
康
課
総
括
・
病
院
係
長
兼
国
民
健

康
保
険
係
長
）▼
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
庶
務

係
長
兼
業
務
係
長
　
横
尾
ゆ
り
子（
福
祉
事
務

所
次
長
生
活
老
人
係
長
兼
加
茂
市
介
護
・
看

護
支
援
セ
ン
タ
ー
）▼
上
下
水
道
課
課
長
補
佐

業
務
係
長【
昇
任
】　
土
田
稔（
上
下
水
道
課
業

務
係
長
）▼
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ

ー
次
長
介
護
係
長【
昇
任
】　
横
山
健（
加
茂
市

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
係
長
）▼
議

会
事
務
局
次
長
議
会
係
長
　
坂
井
恵
里（
議
会

事
務
局
次
長
庶
務
係
長
）▼
学
校
教
育
課
課
長

補
佐
学
事
係
長【
昇
任
】　
籾
山
広
美（
福
祉
事

務
所
児
童
障
害
係
長
）

■
係
　
長

▼
総
務
課
秘
書
係
長【
昇
任
】　
酒
井
英
美（
総

務
課
主
査
）▼
総
務
課
防
災
係
長
兼
総
括
係
長

遠
山
一
貴
（
総
務
課
秘
書
係
長
兼
防
災
係
長
）

▼
総
務
課
人
事
係
長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

坪
谷
直
子
（
庶
務
課
庶
務
係
長
）▼
企
画
財
政

課
財
政
係
長
　
山
田
泰
弘（
企
画
財
政
課
財
政

係
長
兼
ふ
る
さ
と
寄
付
金
係
長
）▼
税
務
課
収

税
係
長
　
熊
木
智
健
（
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
長
）▼
税
務
課
収
税
係
長
【
昇
任
】　
長

澤
広
美
（
税
務
課
主
査
）▼
商
工
観
光
課
商
工

振
興
係
長
【
昇
任
】　
髙
野
竜
弥
（
商
工
観
光

課
主
査
）▼
市
民
課
市
民
係
長
　
細
島
優
子

（
総
務
課
人
事
係
長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長
）

▼
市
民
課
国
民
年
金
係
長
【
昇
任
】　
飯
塚
優

子
（
市
民
課
主
査
）▼
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も

未
来
係
長
　
樋
口
い
ず
み
（
市
民
課
市
民
係

長
）▼
こ
ど
も
未
来
課
児
童
保
育
係
長
　
外

山
理
恵
（
福
祉
事
務
所
児
童
障
害
係
長
）▼
こ

ど
も
未
来
課
加
茂
保
育
園
長
　
坂
本
二
美
子

（
福
祉
事
務
所
加
茂
保
育
園
長
）▼
こ
ど
も
未

来
課
西
加
茂
保
育
園
長
　
石
附
祐
佳
（
福
祉

事
務
所
西
加
茂
保
育
園
長
）▼
こ
ど
も
未
来
課

西
宮
保
育
園
長
　
星
野
潤
子（
福
祉
事
務
所
西

正面玄関
（車イスも出入りできます）

（車イスも出入りできます）

風除室

市民ロビー 市民ロビー

市民課相談室 1

会計課 こども
未来課 健康福祉課

売店

相
談
室
３

相
談
室
４

管
理
室

休日　夜間通用口

相談室２
税務課

商工観光課

建設課 環境課

吹抜

吹抜

吹抜

201
会議室

給湯室

ロ
ビ
ー

印
刷
室

書
庫

給水
台帳室

上下水道課

市役所庁舎 1・2階のご案内

　こども未来課、健康福祉課が 1階
に新設され、環境課が 2階になり下
図のように移動しました。

市役所 2階

市役所 1階

会議室

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
密
に
な

る
よ
う
な
集
会
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
め
細
や
か
に

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
く
た
め
、

市
長
が
皆
様
の
と
こ
ろ
に
出
向
い
て
話

を
す
る
「
出
張
座
談
会
」
を
４
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
希
望
日
を
あ
げ
て
い
た
だ

き
、
日
程
を
調
整
し
て
後
日
、
開
催
日

を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
日
は
土
日
祝
日
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
市
内
在
住
で
２
人
以
上
の
団
体

※

会
社
、
町
内
会
、
学
校
、
友
人
同
士

な
ど
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
ん
な
団
体
で

も
可
能
で
す
。

時
　
間
　
１
時
間
以
内
（
午
前
10
時
か

ら
午
後
９
時
の
間
）

必
要
事
項

❶
団
体
名
（
団
体
名
が
な

い
場
合
は
不
要
）❷
参
加
予
定
人
数

・
会
場
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
は
使
用

す
る
ア
プ
リ
）❸
希
望
す
る
話
し
合
い

テ
ー
マ
❹
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）❺

担
当
者
名
、
連
絡
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
☎
内
線
327
、℻
53

－

２
７
２

９
、　 koho@

city.kam
o.niigata.jp

）

※

当
日
は
、
市
長
と
随
行
職
員
が
伺
い

ま
す
。
会
場
の
手
配
、
使
用
料
の
負
担

（
市
の
施
設
で
開
催
の
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
）、
感
染
症
対
策
な
ど
は
、

各
申
込
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
記
録
の
た
め
座
談
会
の
内
容

を
録
音
し
、
概
略
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
茂
市
総
合
計
画
策
定
後
の

10
月
以
降
に
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
た
う
え
で
通
常
の
座
談
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

象
者
　
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
は
５
月
３
日
に

開
催
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
成
人
式
の

案
内
状
を
送
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
公
民
館
（
☎
52

－

１
９
５

３
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
２
０
２
０
年
度
成
人
式

開
催
日
　
５
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

対
象
の
新
成
人
　
平
成
11
年
４
月
２
日

〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
２
０
２
１
年
度
成
人
式

開
催
日
　
５
月
３
日
（
月
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

対
象
の
新
成
人
　
平
成
12
年
４
月
２
日

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
延
期
し
て

い
ま
し
た
２
０
２
０

年
度
成
人
式
（
対
象

者
　
平
成
11
年
４
月

２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

を
５
月
１
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
度
成
人
式
（
対

出
張
座
談
会

　始
ま
り
ま
す

成
人
式
を
開
催

５
月
１
日
は
２
０
２
０
年
度

　
　
３
日
は
２
０
２
１
年
度

税 理 士 会
無料税務相談

日　時 ４月７日（水）、21 日（水）の午前 10 時～正午　会　場　税理士会三条支部事務所（三条市旭町）
内　容 税金に関すること全般　予約・問い合わせ　前日までに税理士会三条支部（☎33－0380）

　
市
で
は
骨
髄
移
植
へ
の
理
解
を
深

め
、
休
暇
の
と
り
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
推
進
や
ド
ナ
ー
登
録
者
増
加
を
図
る

た
め
、
ド
ナ
ー
（
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細

胞
の
提
供
の
た
め
に
通
院
・
入
院
し
た

人
）
だ
け
で
は
な
く
、
ド
ナ
ー
を
雇
用

す
る
事
業
所
に
も
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

  

雇
用
事
業
所
に
も

   

助
成
金
を
交
付

〜
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

■
県
外
か
ら
の
帰
省
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

　
県
外
か
ら
帰
省
し
て
出
席
す
る
人

は
、
帰
省
す
る
３
日
程
度
前
に
必
ず
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
検
査

結
果
が
陰
性
の
人
の
み
出
席
で
き
ま

す
。
な
お
、
出
席
の
際
に
は
受
付
に
検

査
結
果
の
写
し
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※

市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成
を
利
用

で
き
ま
す
。
成
人
式
の
２
週
間
以
上
前

か
ら
帰
省
し
て
い
る
場
合
は
検
査
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他

感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
延

期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
感
染
症
対
策
と
し
て
、
会
場
へ

の
入
場
は
新
成
人
の
み
と
し
、
保
護

者
の
会
場
へ
の
入
場
は
ご
遠
慮
い
た

だ
き
ま
す
。








